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　川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 投 稿 規 定 （平成２５年７月２５日改定）
１． 投稿内容
本誌への投稿原稿は， 医療福祉およびその関連領域の学術的発展に寄与する論文とし， 他誌に未発表のも
のに限る．
２． 投稿資格
本誌への投稿は， 原則として川崎医療福祉学会会員に限る． 共著者も論文掲載時には会員でなければなら
　　　
３． 投稿承諾書
投稿に際しては， 共著者全員がその内容に責任を持つことを明示し， 署名捺印した投稿承諾書 （別添の書
式に準じたもの） を添付するものとする．
４． 投稿の区分
投稿原稿は和文で， 論文の区分は下記の基準によるものとする．
総説：一つのテーマに関連する多くの研究論文の総括， 評価， 解説等．
論説：各分野における活動， 政策， 動向などについての提案， 提言．
原著：新知見または創意を含むもの．
短報：原著と同じ性格であるが， 研究完成の前のもので， 速報的に書かれたもの．
資料：調査， 統計等に関するもの．
５． 投稿原稿
本規定および執筆規定に従うものとする．
６． 採 否
投稿論文の採否は， 査読者の意見を参考にして， 編集委員会で決定する． 場合により， 加筆， 修正を求め
ることがある． 修正を求められた場合は２週間以内に修正原稿を再投稿するものとする． その期限を過ぎた
場合は新規の投稿論文として処理される．
７． 校 正
著者校正は初稿のみとする． この際， 文章の書き換え， 図表の修正は原則として認めない．
８． 掲載料
掲載料は規定の範囲内までは無料とするが， それを超えるものに関しては実費負担とする． また， カラー
掲載希望の場合も実費負担とする．
９． 別 刷
別刷は３０部まで無料 （ただし表紙なし） とし， これを超える場合は， 実費負担とする．
１０． 著作権
本誌掲載後の論文の著作権は， 川崎医療福祉学会に属する． 但し， 著者が使用する場合は本会の許諾を必
要としない．
１１． 投稿先
投稿原稿は， オリジナル原稿以外にコピー２部・投稿承諾書１部を同封し， 簡易書留便にて下記宛に送付
するものとする． また， 掲載が決定した論文では， 最終原稿のファイルを電子媒体 （ＣＤ，ＵＳＢメモリ等）
にて併せて提出する．
〒７０１‐０１９３ 倉敷市松島２８８ 川崎医療福祉大学 川崎医療福祉学会誌編集委員長
１２． 投稿規定の改正
投稿規定の改正は， 編集委員会の議を経て行う
　（例） ＫｉｙｏｋｏＦＵＫＡ１，ＡｋｉｋｏＮ工ＩＭｌａｎｄＭｉｈｏＴＡＮＡＫＡ
Ｂ． 代表者の氏名と連絡先 （所属機関等の名称と住所，ｔｅｌ，ｆａｘ， メールアドレス）
（例）ＫｉｙｏｋｏＦＵＫＡ工 ＤｅＰａｒｔｍｅｎｔｏｆＮｕｒｓｉｎｇ，ＦａｃｕｌｔｙｏｆＭｅｄｉｃａＩＷｅｌｆａｒｅ
ＫａｖｖａｓａｋｉＵｎＬｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆハ４ｅｄｉｃａｌ下パアｅｌｆａｒｅ
Ｋｕｒａｓｈｉｋｉ，７０１‐０１９３，Ｊａｐａｎ
ｔｅｌ， ｆａｘ， メ ー ル ア ドレス
表紙以外には氏名を記載しない．
３．２ 和文要約
２ページ目は和文要約とし， 本規定２の文字数で論文の要約を記載するものとする．
３．３ 英文要約
３ページ目は英文要約とし， 本規定２の文字数で論文の要約を記載するものとする．
３４ 本 文
本文については， 以下の規定に従うものとする．
（１） 本誌は広く医療福祉分野に関係する読者が対象となるので， できるだけ多くの読者が理解できるよう
に， 平易な文章で記述し， 論理的で正確，簡潔で明瞭な科学論文とする．
（２） 略語は広く一般的に使用されているもの以外は使用しないのを原則とする． やむを得ず使用する場合
には， 最初に出たところで原語を記載し，その後に括弧をつけて略語を記載する．
（３） 緒言 （理論），研究 （実験） 方法，研究 （実験） 結果，考察，結論，文献，…等，またはこれに準じる．
（４） 論文の文中の見出し番号の順は， 原則として
１ ２ … １．１ １．２ … １．１．１ １．１．２ … とする．
さらに小さい見出しが必要な場合は， 原則として （１），（２）， …，Ａ，Ｂ， …， とする．
（５） 句読点は全角で「．」「，」 とし， 括弧やコロンも全角とする． 数字や％，＝， 不等号 （＜， ＞） 等の記
号は半角とする． またｃｍ等の単位は記号ではなく， 英半角文字で打つ． 文中の英語等は， 略号等の大
文字も含め， すべて半角文字にする．
（６） 注は， 最初に出たものから順に， 右肩付数字で， …↑１）， …
‐ｒ２） のように示す． 文章の切れ目につ
ける場合は， カンマ， ピリオドの直前の右肩に記す． そして最後に文献の前に一括して記載する．
（７） 数式は， できれば日本語「ＬａＴｅＸ」形式で表現する．
３５ 文 献
文献は，１つの番号につき，１論文のみとし， 最初に出たものから順番に通し番号の肩付き数字で， …１），
…２，３）， …４‐６） のように示す． 文章の切れ目につける場合は， カンマ， ピリオドの直前の右肩に記す． そし
て最後に一括して下記の記載例の形式で記す． 文献の雑誌名・書名はイタリック体， 巻 （Ｖｏｌｕｍｅ） は， ボー
ルド体にする． 引用文献の著者名は全員を書く．
＜記載例＞
＜学術雑誌＞著者名：題名． 雑誌名 ［イタリック体］， 巻 （号）， 頁－頁， 発行年．
１） 倉敷太郎：岡山県の……． 川崎医療福祉学会誌，１（１），２２２‐２２５，１９９１．
２） Ｅ１ｋｉｎｓＢＨ，ＰａｇｎｏｔｔＯＬＤ ａｎｄＳｍｉｔｈ ＨＬ： Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｉｎ ｕｒ
ｉｎａｌｙｓｉｓ．Ａｍｅ劫階″
加ｄｕｓｍａ／÷″“≧〆ｍ′ｓｒＡｓｓｏｃｌａ疑勿 わ艦班／， ３５（３）， ５５９‐５６５，１９７４．
＜単行本＞著者名：書名［イタリック体］．（編著の場合は，題名． 編者名，書名［イタリック体］）版，発行所，
発行地， 頁－頁， 発行年．
３） 森忠繁：人口統計． 緒方正名編， 現代公衆衛生学， 初版， 朝倉書店， 東京，２３‐２４，１９８５．
４） ＲｏｓｅｎｂｅｒｇＪ‐：Ｅｆｆｅｃｔｓｏｆｍｅｄｉｃａｔｉｏｎｓｏｎｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｌｅｖｅｌｓｏｆｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｃｈｅｍｉｃａｌｓ，垣 ＦｉｓｅｒｏＶａ‐
ＢｅｒｇｅｒｏｖａＶａｎｄｏｇａｔａＭｅｄｓ，β始め穿たａ乙ｍｏｍ云Ｄれ幻ｇｏ〆ｅｘ刀ｏｓｚ ｅわ血ｄｕｓｚ７２／ｃぬａヮ“ヒａお， ＡＣＧＩＨ，
Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，１５９‐１６２，１９９０．
５） 倉敷太郎：福祉社会の……． 初版， 川崎出版， 東京，３１，１９９５．
３６ 図 表
図表については， 以下の規定に従うものとする．
（１） 図表の原図は， 縮小製版できるように鮮明で完全なものとする． 図表が鮮明でない等不適当な場合，
原稿を受理しないことがある．
　（２） 図表は， 本文とは別に， １頁に１点ずつ記載し， 図１， 図２， ……， 表１， 表２， ……として， それ
を挿入する箇所を本文中の欄外 （右側） に指定する．
（３） 図表の表題・図題・説明は， 別紙に一括して記載する．
４． 最終原稿の提出
査読が終わり， 必要な修正等をした最終原稿は， 原本とそのコピー１部を提出する． さらにファイルを電
子媒体 （ＣＤ，ＵＳＢメモリ等） にて提出する．
５． 別刷料金
表紙なし，３０部までは無料 （カラーページを含む場合も同様）．３０部を越えた追加部数は著者負担．
別刷料金は， 下表のとおりとする．
単価表（円）
モノクロ ＠４
カラー ＠８
製本代 ＠２０
表紙代 ＠１，５００
積算例
ｅｘ．１
５０部 表紙なし モノクロ４頁
（（４頁ｘ＠４）＋＠２０）ｘ２０部＝７２０円十（税）
ｅｘ．２
１００部 表紙あり モノクロ８頁 カラー２頁
（（８頁ｘ＠４）十（２頁×＠８）＋＠２０）ｘ７０部十＠１５００＝６，２６０円十（税）
ｅｘ．３
頁数
部数
モノクロ
４頁
モノクロ
６頁
モノクロ
８頁
モノクロ
１０頁
モノクロ
１２頁
モノクロ
１４頁
３０十２０部 ７２０ ８８０ １，０４０ １，２００ １，３６０ １，５２０
３０十７０部 ２，５２０ ３，０８０ ３，６４０ ４，２００ ４，７６０ ５，３２０
３０十１２０部 ４，３２０ ５，２８０ ６，２４０ ７，２００ ８，１６０ ９，１２０
＊別刷３０部までは無料 （ただし， 表紙なし）
各別刷に別途表紙をつけた場合は， 上記金額に１，５００円加算する
その他希望があれば事務局に相談すること．
（平成２５年７月２５日改正）
＜学会事務局〉 〒７０１‐０１９３ 倉敷市松島２８８
川崎医療福祉大学 中央教員秘書室
Ｔｅｌ：０８６‐４６２‐１１１１（内５４０９５） Ｆａｘ：０８６‐４６３‐３５０８
